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2019/07/11 試飲

 毎年4⽉半ば、シャンパーニュのグローワー（RM）たちのグループが、ヴァン・クレールやシャンパーニュの試

飲会を開く。多くのグループがランスやエペルネで⾏うイベントは、世界のバイヤーやジャーナリストの注⽬を集

め、「Le Printemps des Champagnes」として知られている。

 ジャック・セロスやエグリ・ウーリエの加盟する「トレ・デュニオン」、ヴィルマールやマーク・エブラールの

⼊る「レ・ザルティザン・デュ・シャンパーニュ」など、様々なグループがあるが、10年前に最初にイベントを⾏

ったのが「テール・エ・ヴァン・ド・シャンパーニュ」（TERRES & VINS  DE   CHAMPAGNE）である。ベレッシ

ュ、シャルトーニュ・タイエ、ラヴァル、アグラパール、ドゥケ、マリー・クルタンらが加盟している。顔ぶれを

⾒るだけで、メンバーの⾼い志がわかる。

 アイ村のドゥーツの近所に本拠を構えるジョフロワも、このテール・エ・ヴァン・ド・シャンパーニュに所属す

る。当主ジャン・バティスト・ジョフロワの祖⽗ロジェが瓶詰めを始めた1950年代は、畑の多いキュミエールを拠

点にしていたが、2008年に協同組合の使っていた施設に移転した。醸造設備をまとめられ、⼤量のストックを保管

できるからだ。

 キュミエールを中⼼に、ダムリー、オーヴィレール、フルール・ラ・リヴィエールに15haの畑を所有する。40年

前から除草剤は使わず、オーガニックで栽培し、複数のカバークロップを植えている。グラヴィティ・フローで果

汁を動かし、伝統的なコカール・プレスで圧搾し、マロは避けている。
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 ジャン・バティストは、多彩なキュヴェに挑戦しているが、中でも興味深かったのが、キュミエールの単⼀区画

から造る「レ・ズートラン・コンプランテ」だった。シャルドネ、ピノ・ノワール、ムニエ、アルバンヌ、プテ

ィ・メリエを混植（コンプランテ）した畑を⾺で耕している。収穫は同じ⽇。リザーヴをマグナムで保管してい

て、マルチ・ヴィンテージで仕込む。アルザスのマルセル・ダイスが複数品種を植えた区画のワインを仕込んでい

るのに触発された。

 

 グローワーには、単⼀畑を単独年、単独品種で仕込む例が多い。そこにはブルゴーニュ的な発想を⾒てとれる

が、ジャック・セロスのシュブスタンスのように、ミレジムの影響を消し去ったところで、アヴィーズの純粋なテ

ロワール表現が可能になるという考え⽅もある。ソレラでなく、マルチ・ヴィンテージにより、畑のテロワールの

表現を狙うのも⼀つのやり⽅ではある。

 「ジョフロワ レ・ズートラン・コンプランテ」（Geoffroy Les Houtrants Complantes）は2013年にティラー

ジュ（瓶詰め）した。2012年がベースで、2008年から5ヴィンテージのリザーヴをブレンドした。ガス圧は低め。

⿊ブドウの性格が強めで、シルキーなテクスチャー、⽩桃、アプリコット、フレッシュな酸、うまみと果実味がシ

ームレスに統合されている。焦点があっていて、精細度が⾼い。ミネラル感を帯びて、深みのある味わい。⻑くま

とわりつくフィニッシュ。ブリュット・ナチュール。デゴルジュマンは2018年9⽉。⽣産量は1002本。94点。

 

 ジャン・バティストと仲の良いパスカル・アグラパールも、⼀緒にマルセル・ダイスを訪問して、同様なフィー

ルドブレンドから「コンプランテ（Complantee）」を造っている。ただし、アグラパールはドゥミミュイで2ヴィ

ンテージから造る。過去に⾏われていたフィールドブレンドは、世界各地で⾒直されている。2⼈とも独創的な⼿

法で、スタイルは違えど、”バック・トゥ・ザ・フューチャー”的な挑戦をしている。

 ジョフロワはロゼも個性的だ。2種のロゼを造っている。ピノ・ノワール100％をセニエする「ロゼ・ド・セニ

エ」と、ピノ・ノワールとシャルドネを各50%樽で⼀緒にマセラシオンする「ブラン・ド・ロゼ」。

 「ジョフロワ ロゼ・ド・セニエ プルミエクリュ ブリュット」（Geoffroy Rose de Saignee 1er Cru Bru）

は野イチゴ、ラズベリー、⽢いスパイス、丸いフェノリックス、ストラクチャーは中程度で、ワイン的な飲みごた

えがある。シームレスで、デリケートな泡。2014年のピノ・ノワール100％を穏やかにセニエした。祖⽗が始めた

という伝統的なスタイル。ドザージュは7g/l。デゴルジュマンは2018年12⽉。92点。

 「ジョフロワ ブラン・ド・ロゼ プルミエクリュ エクストラ・ブリュット」（Geoffroy Blanc de rose 1er

Cru Extra Brut）は2012年のピノ・ノワールとシャルドネ半々を⼀緒に樽発酵した。レモン、レッドベリー、マン

ダリン、ローズヒップティー、⼼地よく柔らかいテクスチャー、フェノリックスは統合され、ほのかにミンティ。

ピノ・ノワールの⼒強さとシャルドネの繊細さがうまくバランスしている。「コ・マセラシオン」によってシーム

レスな調和が⽣まれる」とジャン・バティストは⾔う。ドザージュは3g/l。デゴルジュマンは2018年12⽉。91点。
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 「コ・フェルメンテーション」は、コートロティのシラーとヴィオニエでよく知られている。個別に発酵したワ

インをブレンドするより、⾊調が安定し、フェノリックスを統合させ、テクスチャーがなめらかになるとされてい

る。シャンパーニュのロゼは⼀般的に、ブレンドかマセラシオンで造られるが、マセラシオンによるロゼは⾊調の

安定が難しいため、⼤量⽣産するメゾンは⾏わない。ジョフロワのようにコ・マセラシオンする造り⼿は少ない。

 ベーシックな「ジョフロワ エクスプレッション プルミエクリュ ブリュット」（Geoffroy Expression 1er

Cru Brut）はキュミエールとオーヴィレールの複数区画のブレンド。ムニエ50%、ピノ・ノワール40%、シャルド

ネ10%。アロマティックで、表現⼒が豊か。⿊ブドウの多さが、ヴォリューム感と適度な深みを与えている。レッ

ドベリー、リンゴのタルト、ほろ苦みがアクセントになり、フルーティでアプローチャブル。デゴルジュマンは

2018年11⽉。89点。

 「ジョフロワ アンプラント プルミエクリュ ブリュット」（Geoffroy Empreinte 1er Cru Brut）はキュミ

エールのピノ・ノワールを表現したキュヴェ。⽣き⽣きしていて、明るい果実、おおらかな味わい。シャクヤク、

レッドベリー、リコリス、なめらかな泡、⾹りは軽快だが、重厚感のある味わい。フィニッシュは線が太く、エネ

ルギーが詰まっている。ピノ・ノワール75%、シャルドネ25%。ドゥミミュイとバリックで醸造。デゴルジュマン

は2018年7⽉。91点。

 フラッグシップ「ジョフロワ プルミエクリュ エクストラ・ブリュット 2006」（Geoffroy 1er Cru Extra

Brut 2006）は、樹齢50年の最良の区画を⼩樽で発酵し、コルクで瓶内熟成した。ピノ・ノワール70%、シャルド

ネ30%。ノンマロ。ほのかに還元し、とろりとした⼝当たり、クリーミィな泡、レッドベリー、ボイセンベリー、

シナモン、オークがなめらかさと肩幅の広さを与えている。⽕を⼊れた⽩桃、ブリオッシュ、濃密さがあり、滋味

が⼝中に広がる。コルクで熟成する⽅が酸化が少ないという。デゴルジュマンは2018年10⽉。94点。

TOP



2019/7/15 バック・トゥ・ザ・フューチャー、独創的なアイのジョフロワ | WINE REPORT

https://www.winereport.jp/archive/2307/?category=4 4/9

TOP



2019/7/15 バック・トゥ・ザ・フューチャー、独創的なアイのジョフロワ | WINE REPORT

https://www.winereport.jp/archive/2307/?category=4 5/9

TOP



2019/7/15 バック・トゥ・ザ・フューチャー、独創的なアイのジョフロワ | WINE REPORT

https://www.winereport.jp/archive/2307/?category=4 6/9

TOP



2019/7/15 バック・トゥ・ザ・フューチャー、独創的なアイのジョフロワ | WINE REPORT

https://www.winereport.jp/archive/2307/?category=4 7/9

ツイート いいね︕ 0 シェア

 前の記事へ

⼀覧へ

次の記事へ 

RELATED ARTICIE

おすすめの関連記事
TOP

https://www.winereport.jp/archive/2304/?category=4
https://www.winereport.jp/archive/?category=4
https://www.winereport.jp/archive/2309/?category=4
https://twitter.com/intent/tweet?original_referer=https%3A%2F%2Fwww.winereport.jp%2Farchive%2F2307%2F%3Fcategory%3D4&ref_src=twsrc%5Etfw&text=%E3%83%90%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%BB%E3%83%88%E3%82%A5%E3%83%BB%E3%82%B6%E3%83%BB%E3%83%95%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%80%81%E7%8B%AC%E5%89%B5%E7%9A%84%E3%81%AA%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%81%AE%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%95%E3%83%AD%E3%83%AF%20%7C%20WINE%20REPORT&tw_p=tweetbutton&url=https%3A%2F%2Fwww.winereport.jp%2Farchive%2F2307%2F%3Fcategory%3D4
https://www.facebook.com/sharer/sharer.php?u=https%3A%2F%2Fwww.winereport.jp%2Farchive%2F2307%2F%3Fcategory%3D4&display=popup&ref=plugin&src=like&kid_directed_site=0


2019/7/15 バック・トゥ・ザ・フューチャー、独創的なアイのジョフロワ | WINE REPORT

https://www.winereport.jp/archive/2307/?category=4 8/9

2019/06/11 シャンパーニュ単
⼀畑の究極表現 ジョフロワの
レ・ズートラン（Les
Houtrants）



2018/05/18 アヴィーズのス
ーパースター、アグラパールの
唯⼀無⼆の「エクスペリエン
ス」を体験せよ



TAG

シャンパーニュ  ボルドー  

ブルゴーニュ  

カリフォルニア  

ピノ・ノワール  

マスター・オブ・ワイン  

ニュージーランド  

ボルドー2018プリムール  

中国  プリムール2016

タグ⼀覧へ

TOP

https://www.winereport.jp/archive/2256/
https://www.winereport.jp/archive/1565/
https://www.winereport.jp/archive/?tag=%E3%82%B7%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%83%A5
https://www.winereport.jp/archive/?tag=%E3%83%9C%E3%83%AB%E3%83%89%E3%83%BC
https://www.winereport.jp/archive/?tag=%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%B4%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%83%A5
https://www.winereport.jp/archive/?tag=%E3%82%AB%E3%83%AA%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%AB%E3%83%8B%E3%82%A2
https://www.winereport.jp/archive/?tag=%E3%83%94%E3%83%8E%E3%83%BB%E3%83%8E%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%AB
https://www.winereport.jp/archive/?tag=%E3%83%9E%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%82%AA%E3%83%96%E3%83%BB%E3%83%AF%E3%82%A4%E3%83%B3
https://www.winereport.jp/archive/?tag=%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89
https://www.winereport.jp/archive/?tag=%E3%83%9C%E3%83%AB%E3%83%89%E3%83%BC2018%E3%83%97%E3%83%AA%E3%83%A0%E3%83%BC%E3%83%AB
https://www.winereport.jp/archive/?tag=%E4%B8%AD%E5%9B%BD
https://www.winereport.jp/archive/?tag=%E3%83%97%E3%83%AA%E3%83%A0%E3%83%BC%E3%83%AB2016
https://www.winereport.jp/tag/


2019/7/15 バック・トゥ・ザ・フューチャー、独創的なアイのジョフロワ | WINE REPORT

https://www.winereport.jp/archive/2307/?category=4 9/9

お問い合わせ 会社概要 プライバシーポリシー 特定商取引法に基づく表記 サイトマップ FAQ ⽤語集
©2016 Wine Report Inc.

TOP

https://www.winereport.jp/inquiry/
https://www.winereport.jp/company/
https://www.winereport.jp/privacypolicy/
https://www.winereport.jp/info/
https://www.winereport.jp/sitemap/
https://www.winereport.jp/faq/
https://www.winereport.jp/glossary/

